







































































































































































There was some risk of her being taken （in）.
　 彼女はだまされそうな危険がいくつかあっ
た。
Mind you don’t take too many risks.
　 あまりいろいろとあぶないことに手を出さな
いようにしなさい。
Enter at your own risk.
　入るなら自分の責任において入れ。


























　bring to a crisis　危機に追い込む























　 declare a state of emergency　緊急（非常）
事態を宣言する
















































　That rock is a hazard to ships.
   　あの岩は船にとって危険です。
　 He put his life in（at） hazard in order to 
save me.
   　彼は私を救うために命を危険にさらした。
【使用例】24）
　at all hazards　万難を排して，是非とも
































　He was in peril （of his life）.
   　彼は生命の危険にさらされていた。
　They were in peril of death from hunger.
   　彼らは餓死寸前にあった。
　You do it at the peril.
   　それをすると命があぶないぞ。
【使用例】27）



























　 The patient is in danger of death（（losing） 
his life）.
　　患者の生命はあぶない。
　They were in danger of being drowned.
　　彼らは今にもおぼれてしまいそうだった。
　Danger past, God forgotten.
　　のど元過ぎれば熱さを忘れる。






































































































































































  calamity は「①大きな不幸（災難・惨事），
②悲惨（な状態），惨禍」の意味を持っている。
【例文】
　How was your holiday?
　It was a calamity.
　　さんたんたるものでした。
【使用例】




















































































































１m ～３m １m ＜予想高さ≦３m ３m 高い
























































































































































阪南論集　社会科学編 Vol. 49 No. 1
66
信行・諏訪部仁・市川泰男編（2006）『新英和中
辞典第７版』研究社を参照のこと。
14） 竹林滋・東信行・諏訪部仁・市川泰男編（2006）
『新英和中辞典第７版』研究社，1549ページ。
15） 前掲書『新英和中辞典第５版』，311ページ。
16） 前掲書第５版，311ページ。
17） 前掲書第５版，311ページ。
18） 前掲書第７版，580ページ。
19） 前掲書第７版，580ページ。
20） 前掲書第７版，580ページ。
21） 前掲書第５版，780ページ。
22） 前掲書第５版，780ページ。
23） 前掲書第５版，780ページ。
24） 前掲書第５版，780ページ。
25） 前掲書第５版，1223ページ。
26） 前掲書第５版，1223ページ。
27） 前掲書第５版，1233ページ。
28） 前掲書第５版，415ページ。
29） 前掲書第５版，415ページ。
30） 前掲書第５版，415ページ。
31） 前掲書第５版，415ページ。
32） 前掲書第５版，466ページ。
33） 前掲書第５版，466ページ。
34） 前掲書第５版，466ページ。
35） 前掲書第５版，466ページ。
36） 前掲書第５版，466ページ。
37） 前掲書第５版，251ページ。
38） 前掲書第５版，466ページ。
39） 図１については今後英英辞典およびコーパスを
利用した分析により精緻化していく予定である。
40） http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tsunami_
keihou_kaizen/index.html 気象庁ホームページ
を参照のこと。
41） http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tsunami_
keihou_kaizen/about_kaizen_gaiyou.html
　　気象庁ホームページ，津波警報の改善ポイント
を参照のこと。巨大地震発生時から15分ほどで
地震の規模が測定できた場合には，言語表現か
ら５段階での数値表現に切り替わるとしている。
 また，平成25年８月30日（金）から気象庁は「特
別警報」の運用を開始。これまで，大雨，地震，
津波，高潮などにより重大な災害の起こるおそ
れがある時に，警報を発表して警戒を呼びかけ
ているが，これに加え，今後は，この警報の発
表基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想
され，重大な災害の危険性が著しく高まってい
る場合，新たに「特別警報」を発表し，最大限
の警戒を呼び掛けることになった。
 http://www.jma.go.jp/ima/kishou/know/
tokubetsu-keiho/ 気象庁ホームページを参照の
こと。
42） http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/tsunami_
keihou_kaizen/henkou_gaiyou.pdf#page= ３
 気象庁ホームページ，津波情報等の情報文の変
更の概要を参照のこと。
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